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十勝三股地区(上 士幌町)の 植物相および

生態的特性と開花季節 との関係
一 地域植物相の繁殖特性分析の試みと自然解説への応用

丹 羽 真 一1)・ 渡 辺 修1)

FlorainTokachi-Mitsumata,centralHokkaido,andrelationships

betweenfloweringPhenologiesandsomeecologicaltraits
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NIwAShin-ichi1》andWATANABEOsamu1)

は じ め に

植物は種によってさまざまな開花時期を持っ.

開花は植物の繁殖活動の中で ももっとも重要な部

分の一っであり,種 固有の開花季節(開 花時期 ・

期間)は 適応的な形質である(Rathcke&Lacey

1985).し たが って,開 花の季節性を調べること

は種の生活史の一面を明らかにすることになる.

矢原(1995)は 温帯性落葉広葉樹林における調査

から,生 活形 ・主な送粉者のタイプ ・性表現によっ

て開花季節に傾向があることを報告 している.

また,植 物群集 はさまざまな開花季節を持っ多

様な種によって構成 されている.植 物群集の開花

暦を調べたこれまでの研究では,し ば しば 「咲き

分 け」 現象が見 られ ることが報告 されて いる

(Pojar1974,Reader1975).こ れは,同 じ送粉

者を利用する植物種間において競争排除が起きた

り,送 粉者をめぐる競合を回避するように形質置

換が起 きたりした結果 とも言われている(湯 本

1993を参照).群 集の開花季節を明 らかにす るこ

とで,植 物相調査だけでは理解できない種間関係

の一側面を推察することも可能である.

北海道十勝地方北部の上士幌町十勝三股地区に

おいて,植 物相調査と合わせて出現種の開花季節

を調査 した.十 勝三股 は音更川上流域に生 じた盆

地で,中 央部は針葉樹林(伐 採二次林含む)・ 林

縁 ・二次草原 ・湿地 ・河畔林(広 葉樹林)・ 荒地

などの多様な植生 タイプからなっている.本 論で

は,十 勝三股の植物相にっいて概略 し,科 や属 レ

ベルでの開花季節の類似性から系統的な制約にっ

いても考慮 しっっ,生 活形 ・送粉者 タイプ ・性表

現 ・花の色の違いと開花季節 との対応関係を検討

した.特 に,十 勝三股において重要な送粉者であ

るマルハナバチ類の視点からの植物相の評価を試

みた.さ らに,一 部の種(7種)に ついては袋が

け実験を行ない,自 殖性について調べた.

十勝三股では自然を利用 した観察会なども実施

されている(北 大自然保護研究会1996).観 察会

の中では花に関する解説 も多 く行なわれており,

参加者の関心 も高い.ま た,花 暦作 りは市民調査

として も各地で実施されているが,単 なる観察に

終始 して しまっていることも多い.そ こで,本 論

では得 られた花暦を使 った自然解説への応用にっ

いて も試みたい.

調 査 地
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調査を行なった十勝三股地区は,周 囲を石狩岳

連 峰 ・クマ ネ シ リ山塊 に囲 まれた標高600-

1000mの 盆地の中央にある.表 層の地質は十勝三

股層 と呼ばれる火山噴出物(軽 石)が 卓越す る

(中川 ・高島1999).11月 中旬頃から根雪となり,

4月 下旬頃に消雪となることが多い.内 陸性気候

のために夏期には高温となる一方で,6月 でもし

ば しば晩霜があり,9月 末に早霜 となることもあ

る.調 査をした1996年 には7月 にも晩霜があり,

植物の一部が損傷 した.

調査範囲を図1に 示 した.調 査面積は約3km2で

ある(南 北約3km,東 西約1km).か って林業

基地 として栄えた時代の旧市街地 と盆地中央部を

南北に縦断する国道(273号 線)沿 いでは,牧 草

類やルピナスなどの帰化 ・逸出植物が優占する荒

地植生 となっている(渡 辺 ほか1999を 参照).ま

た,旧 市街地の北側には池塘や小河川を含む湿地

が分布 し,湿 性植物群落(佐 藤 ・川辺1995,丹

羽 ほか1999)や 中生的な二次草原が形成 されて

いる.十 勝川水系の音更川とその支流が放射状に

流れており,河 川沿いには小規模な氾濫原が分布

し,氾 濫原上 にはヤナギ科植物か らなる河畔林

(広葉樹林)が 形成される(小 林ほか1992,渡 辺 ・

渡辺1994).山 地部は全般に トドマッ・エゾマッ

を主体とする針葉樹林が発達するが,国 有林によ

る強度な伐採によって二次林化が進んでいる.

植生 タイプ別の分析では,針 葉樹林 ・林縁 ・

(中生)二 次草原 ・湿地 ・河畔林 ・荒地の6種 類

に分類 して行なった.な お,国 道沿いにはシラカ

バ植林地があるが(上 士幌町1997),草 本層の種

組成を考慮 してここでは荒地 に含めた.

野外調査の方法

1996年5月12日 か ら9月16日 まで の間,0-8

日(9月3日 と16日 の 間のみ12日)お きにのべ24

回三股盆地(中 央部)を 踏査 し,そ の時開花 を確
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認 した種を随時記録 した.こ の時に植物相の記録

も並行 して行なった.可 能な限り訪花昆虫相にっ

いても記録 した.踏 査ルー トは一定ではなく,毎

回全域を踏査 しているわけではない.開 花の記録

がなくても,前 後で開花が確認 された場合 はその

間 も開花 していたものとみなした.ま た,開 花確

認初日における開花の進行状況から前回調査時に

すでに開花 していた(見 落 とし)と 判断された場

合は,さ かのぼって開花 とみなした.同 様に,開

花確認最終 日における開花の進行状況から次回セ

ンサス時にも開花 していたと判断された場合 も引

き続き開花とみなした.な お,こ の報告では開花

の量的情報(開 花数)は 用いていない.

生態特性と開花季節との関係

開花日数は,開 花が初めて確認された日(開 花

日)か ら最後に確認された日(終 了 日)ま での期

間とした(開 花日 ・終了 日とも上記の方法による

推定を含む).生 態特性としては,生 活形 ・主な

生育場所 ・主な送粉者のタイプ ・性表現 ・花の色

を用いた.生 活形 は,高 木(樹 高>5m)・ 低木

(2m<樹 高 く5m)・ 潅木(樹 高 く2m)・ 多年

草 ・二年草(生 活史の短い一回繁殖多年草を含む)

・一・年草とし,主 な生育場所は針葉樹林 ・林縁 ・

(中生)草 原 ・湿地 ・河畔林 ・荒地の6種 類に分

類 した.複 数タイプの場所に生育する種はそれぞ

れに含めた.主 な送粉者タイプは,長 舌マルハナ

バチ類(エ ゾトラマルハナバチ ・エゾナガマルハ

ナバチの2種)・ 短舌マルハナバチ類(エ ゾォォ

マルハナバチ ・アカマルハナバチ ・エゾヒメマル

ハナバチの3種)・ 小型ハチ類 ・チ ョウ類 ・アブ

類(双 翅 目)・風媒に分 けた.複 数タイプの送粉

者に訪花される種はそれぞれに含めた.性 表現は,

雌雄異株 ・単性花(雌 雄異花同株)・ 両性花 ・無

配生殖花 ・その他に分けた.花 の色は,白 ・淡緑 ・

黄 ・青 ・紫 ・赤 ・褐色(風 媒)に 分類 した(キ ン

ポウゲ科などはガク片の色を用 いた).こ れ らの

分類は,野 外観察 と文献類に基づいて作成 した生

態情報データベース(さ っぽろ自然調査館,準 備

中)に よっている.各 生態特性ごとに開花日と開

花 日数の平均を求め,そ れぞれ比較を行なった.

自殖性 の検討

サ ワギキ ョウ ・エゾ リン ドウ ・シオガマギク ・

アヤメ ・ヨブスマソウ ・ハ ンゴンソウ ・エゾ ゴマ

ナの7種 につ いて,開 花直前 に袋 がけ処理 を行 な

い,昆 虫 を排除 した時 の結実状況 を調 べた.ア ヤ

メ ・ヨブスマソウ ・ハ ンゴ ンソウについては,自

然条件(無 処理)下 で も結実状況 を調 べた(他 の

4種 につ いて は調査個体がすべ てエゾ シカに採食

され た).結 果率 は,結 実 した花数 を調 査花数 で

除 したもの に100を か けた値(%)と して求め た.

キ ク科 につ いて は頭花 ごとに求 めた(頭 花 の中に

一っで も充実種子があ った場合 は 「結果」 とした) .

結 実率 は,充 実種子数 を全胚珠数で除 した ものに

100を か けた値(%)と して各花 ごとに求 めた.

結 果

1.植 生 タイプ別の種組成

今回の調査結果 と既存資料(佐 藤 ・川辺1995,

上 士 幌町1997,渡 辺 ほか1999)を 合 わせ て十勝

三 股地 区に は325種 の生 育が確認 され た(付 表参

照).こ の うち,針 葉 樹林 に生 育 して いた植物 は

56種,林 縁 は86種,二 次草 原 は110種,湿 地 は87

種,河 畔林 は102種,荒 地 は97種 だ った.森 林性

の植物 に加 えて,湿 地性や草原性の植物が多 か っ

た.マ ルバ シモ ツケ ・イソツツジ ・シオガマギク

(シ ベ リア シオガ マ)な どの亜高 山性 の植 物 も確

認 された.ま た,こ の中 には,タ ライカヤナギ ・

シコタンキ ンポゲ ・クシロワチガイソウ ・クロ ミ

サ ンザ シ ・エゾムラサキ ツツジ ・エゾ ヒョウタ ン

ボ クとい った稀 少種(レ ッドリス ト掲載種)が 含

まれて いた.帰 化 ・逸出植物 も50種 含 まれるほか,

セ ンダイハギ は自生 で はな く人為的 に植栽 され た

ものが定着 した と考え られ る.

2.出 現 種 の生 態特 性

各生態特性 にっいて出現種の種数割合 を表1に

示 す.生 活形 で は,一 年 草11種,二 年草16種,多

年草248種,潅 木15種,低 木11種,高 木22種,木

本 ツル2種 だ った(表1a).性 表 現 は,雌 雄異

株18種,単 性花(雌 雄 異花同株)20種,雄 両異花

(雄 性両全性異花同株)6種,両 性花258種(う ち

異型 花3種),閉 鎖 花 のみ と思 われ る種1種,無
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表1.出 現種の各生態特性の頻度

生活形 種数 性表現 種数 花の色 種数一=『 「[「 「囮一 「一一一 「

二年草16

多年草248

潅木15

低木11

高木22

木本 つる2

雌 雄異株

雌雄異花20

雄両異花6

雌雄同花258

無配 生殖花など5

その他(シ ダ)18
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配生殖花4種 だ った(残 り18種 は シダ;表1b).

花 の色 で は,青 が11種,紫 が49種 赤 が2種,黄

が46種,淡 緑 が53種,白 が70種,褐 色(風 媒花)

が76種 と な った(表1c).長 舌 マ ルハ ナバチ類

を主 な送粉者 とす る種 は31種,短 舌 マルハ ナバ チ

類 が90種,小 型 ハチ類が72種 チ ョウ類が32種,

ア ブ類 が122種 だ った(表1d).

また,調 査 した122種 の開花季節(花 暦)は 表2

の よ うにな った.開 花 日が5月 の ものが12種,6

月 が43種,7月 が32種,8月 が35種 だ った(図2).

開花 日数 は10日 未満の種が17種,10-19日 が27種,

20-29日 が37種,30-39日 が15種,40-49日 が11

種,50日 以上が15種 だった(図3).開 花 日数が

短いものとしてはバラ科木本 ・スゲ属などがあり,

逆に長いものとしては ミミナグサ(82日)・ バイ

カモ(75日)・ シロッメクサ(75日)等 の草本が

挙げられた.調 査期間中の開花種数の変化では,

8月 上旬にもっとも多 くな った(図4).開 花 日

と開花 日数の関係では,開 花日数の短い種はシー

ズンを通 して存在するのに対 し,開 花日数の長い

種は6月 に咲き始める種に多かった(図5).

3.生 態特性 と開花季節の関係

各生態特性 ごとに開花季節を比較すると,平 均

開花 日・平均開花 日数に次のような違いが認めら
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表2.十 勝三股地域の花暦(調 査 した全種)

●は1996年 の調査による確認,▲ は推定.

No.種 名 花 の色 日1217182026
月555556666666777777888899

28151622232967142026308142128316
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■
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亀

4ラ キタラ卑 淡緑 ● ● ● ▲ ●

5ミラじ7ξショウ 白 ● ▲ ● ▲ ●
贈

6エ ヲエンゴサク 青 ● ● ▲ ●
亀

7ミヤマスミレ 紫 ▲ ▲ ▲ ●

8コキンバイ 黄 ● ▲ ▲ ● ▲ ● ●一
gFロ ノキ 褐色 ● ▲ ▲'「す宝ジフ穴

ッコヤナ翠 淡緑 ▲ ▲ ●
9曹

轟

の

11ネ コノメソウ 黄 ● ▲ ● ● ▲
一 一

亀一'置
エヲムラサ キツ;ヲジ 紫 ▲ ▲ ▲ ▲ ●

13フ ツキソウ 白 ● ● ▲ ●
14ヒラギジスゲ 褐色 ▲ ●

亀

15コ ミヤマカタ穴ミ 白 ▲ ● ●
り 鴨 鱒

16コ ウ茉 ウ 褐色 ▲ ● ▲
● ・

一隔
17レ ンヲラソウ'淡 緑 鰯

●

▲ ▲ ●
,

18ツ ルネコノメソウ 黄 ● ▲ ▲

19チ シマネコノメソウ 黄 ● ▲ ▲
一●

噛"

20ニ リンソウ 白 ● ▲ ● ●
● ●

o口

21エ ゾノリュウキンカ 黄
嗣一

● ● ▲ ●
22キ ジムシロ 黄

嶋

▲ ▲ ● ▲ ▲
■

二隔'至ぎラ導ζメ
ノヤリ 褐色 ● ●'"姿

4イ ヌコリヤナヨF蔑 緑
鱒一

▲ ●
一一 一輔一 一" 一 一一り ■脚一 一

25ヤ ぞガラシ'黄
隔,一 ● 隔騨

▲ ● ▲
一鱒 ●一 一

騨軸 一一

●

●一一 一の 一隔一 縄,一 一韓● 一一 口,一 一働一 口

噺一`一欝 牙:牙:タ
チツ撒 ミレ 紫り

一一

▲ ▲ ●

27ブ イリミヤマスミレ 紫 ▲ ● ▲ ▲
● 一口,

28ヤ マタネツケノ苅Fり 白 ● ● ▲ ▲ ▲ ●
亀 一■

29セ イヨウタン司駅'黄
■ 鞠

● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ●
騨

30ヲ=三フヲソ1ラ'淡 緑 ● ▲ ▲一7「εメゴ
ヨウイ1弄ゴ 白 ● ▲ ▲…

321ラ シハコベ 白
■

● ▲ ▲
亀

'韓
33マ ム シ"サ'淡 緑 ● ▲ ▲

の

34テ ンヴクワガタ 青
亀

■ ● ▲
●

口'
35オ オノ讐 フホオヌキ 黄 ● ● ▲

36ヒ ロハツリ穴ナ 紫 ● ▲ ▲ :
37イ タヤカエ箏 淡緑 ● ● ▲齢'
38芋 穴ナ ノコマノツメ 黄 ●

▲ ● ▲
鱒 一輪 一一一 一一一 〇暉

39オ オバヤナ;辛 軸 褐色 ▲ ● ▲
o葡 一r

40エ ヲスろ菊 淡緑 ▲ ● ▲
鱒

o・

41シ ラオイハコベ 白
脚

▲ ● ▲
の

一'コぞ王ジ
ヒョウタ辣 ク 淡緑 ▲ ● ▲

騨

43ア イヌワサビ 白 ▲ ● ▲一…4写ラ芳 子
SP亀 白 ● ▲ ▲…4

5サ ッ粥 ロスゲ 褐色 ● ● ● ●
A

46ツ 款 ミレ 白
繭 輔

● ● ● ● ●

47ノ ミノフスマ 白
,一,一

● ● ▲ ▲ ▲
●

:二'"「乙苗 ジ
マトワ～πラ 白

一 曽

■ ▲ ● ▲ ● ●
一馬"一

一●

,o

49ヤ ブジラミ 白
口o

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●
,一 殉● 騨,一 ● 圃

50ミツバツ手ヲ リ 黄
一一 一

▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ● ●
一● 一嶋一 一●

騨 り

51オ オヤマフスマ 白 ● ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ●
52ヒ メスイ穴 亀 褐色 ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲一℃
3ミミナヲ野.百'

●

● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ●一'「詣 ク
ルマノマソウ'白 ● ● ▲

55ラξ獅 クシュ 白
,

● ▲ ▲

56ク シロウチガイソヴ 百
●

● ▲ ▲
⊃ 軸 噛一 一■

●

57コ メガヤ 褐色 ● ▲ ▲一;ぎ牙:ドリ
コソウ'百'

脚

● ▲ ▲
59ミヤマ『拶 ラ'百

●

● ● ▲ ●

60シ コタヲキン帯ウ挙 黄 ● ▲ ▲ ▲
61カ キ蘇 シ 紫 ▲ ▲ ▲ ●

亀騨 帥

62エ ヲニ ワトコ 淡羅.
一一 ■畠

● ● ▲ ●
亀

63エ ジノクサイチゴ 百
一 の〇一

● ● ▲ ● ●
64牙:カスズヌノヒエ 褐色 ● ▲ ● ▲ ●
65エ ゾカラマツ 白 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ●

66コ ンロンソヴ 白 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ●
軸

一訂牙ラ
ンダミミナ粥 白

, 軸

▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲
一噂一 鰯

68ク サノオウ 黄
一飾鱒 一一一

● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲
鰯軸

69カ ラフト蓼『イコンソウ 黄 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ● ● ● ●

70ナ ガノ苓ジメクサ 白 藺
一葡一 一一一 一一 偽一一

● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ●
亀o噛

71シ ロツメクサ 白
一卿● 圃一〇}膚 一口,圃 一

一●學 一凹一 一一 鱒一岡 一一
● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ●

●.

一一 一噂 一一●.一'ラ芽7くイカ
モ 白 ● ■ ▲ ● ● ▲ ● ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ●

匂 鱒,露,陶o 一働,一
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N雨 名 花の色 昌儲 繍 鎚 臨 餓 晶1;漏 漏1 舗 晶1晶
73ミ ヤ マハ ンショ いル 紫 ● ▲ ▲曝一 ラ渇「'…舜=三著『i麦ヲ'ヴ;ミ::ラξゲ.一 一●.一一一一一一一一〇一手嚢軒琶 一一一一一一卿一一瞭一一,一。一一一一一一一一一。一。一 一一一 一一一一一一一一一一一

● ▲ ●
一 一■陰一 〇 ●9駒一 一■ロ● 一騨 一一印 ■・■⊃ ■口鱒o一 脚 ■匿o一,● ● ●剛脚●騨 ■隣剣ロー鱒 一一卿 一 一一 〇 ■

一■一ラ5'…麺『i著=タ ヲ5累 ラマ ヨ≡多.頓一一一學一一 劇鱒騨.願一.一界.8口 騨一薗一一囎嘱鱒一一騨一曝一.の6廟一嗣騨一口口膨一.一顧卿一一『一醸鴨騨■一一騨口

▲ ▲ ▲
●9一噂 圃■睡一 一吻 一鴨岬 一一●巳一一 巳■巳-匡-噂冨一墜冒■●一■隔9-●■幽目P一■●-彫騨,■●一一 噸●●鵬一鱒 鰯一一 劇塵■9圃■一層r●●一隔 一一一 ●

'「 厄7
、冗 ザ 三Fぞ ぞ ガ1…ヲジ …".6."貰 一軸一'一 一… 一一"一…'.層 一… 鱒鱒… … 噛 輔の ● ▲ ● ▲ ●

一 〇9嫡 一 一薦一 一一 一脚一 〇 一 鱒 卿 鱒 一一 〇一一 一脚o印 一 口● 〇一9}o・

一輔一ララー=ヲニ;で 二∋Fノ働繭騨印.曝一嘔噌一一.一,.一一騨卿『一.鱒一願・1邑『零一■ロ齢一騨翰,階一.一齢一一願一の圃一一蓼.騨一 一 騨夢一塵 一.圃8一 一一口

▲ ▲ ● ▲
■9一●画一■●8一 一■9一 一ρ■ ●●.卿一一 廓6■一 一〇 ■■膠■9■竃一隅 一,OOoo」 一曜 曜●一〇8一 ■貧o國一 一■●.

一一ラ『ラF牙1ラミラじヌフ:デ=;ヲ疎1ラ.一 一一一一 褐:琶一一一騨一 鱒一一.一一一の一偏一一・一働一一響.一一一.一一一一一

一 一一 一一一 學鱒 一■po■ 曹 一一■匿・・■●顧●●o齢 一 一.●隔,一 一輔8鱒OO顧 ■匿騨一一 ■●曝■陰曙●●80鰯r一 一 〇●匿■P一一6甲 ●一■●●刷幽■四●一 日一●● 一 零■r一葡一一 騨一一 〇8一 薗脚
● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

一 一一 聰一〇 鱒oo一 曹・ 一一 の鱒 噛 ● 幽 一一 噂煽

一 喝ロ騨 一一一 一騨囎 ■o曝 顧騨 一喀鴨,鱒o一 一 の零o●o膵 一醸●

79イ ワツツジ 淡緑 ▲ ● ●.鱒竃δ'Z泊 ミザ シザ ジ'一 …'…'.　 一'百'鱒0…''''"卿 …'　 鱒''"韓一… 一.一'…'…'.鱒 噛一一

● ▲ ●
●■■匿一"一 一一「■■■一 〇●■一 ■馳薗一6■●■一一一 一〇 ■9脚一 一一一 〇一一 口o一 酬一 ●曝鯛一 一■障馴■一幽 一一一 一 鱒 一 ・

… δ「一牙 ～汚 冗アぞ 工:ヲ 亨 一'.…"..願.膚 冒百 顧…'謄'.'… 顧… 曜'".… 頗"…'8.'… 願… ロ… 一'…'

● ▲ ▲
鱒騨 一學一 一膠■巳●冒一 ■晒騨明●一一一 印一 一 ■●顧 一日98■■一■脚●露●騨一 ■■r脚●●r一 ■巳●●■臨●■一6繭,■9暉 一繭の 騨一鰯

.「 『 正 ヲ末 写 ラ ヴ …0一'　 ."…'一 鞠一百 一一…'賜 騨'曹"… 幽"….薗'… 一噛.''"　 '"り'…"噛

● ▲ ▲
一脚 一騨〇 一一願 一一 廓ゆ一 騨o一 一〇 一 〇 輔 一 騨 o一 一 鱒一 一齢 一一一 繭一一 ●o

一蕊 モiジ ダ 才7俘 賜"一廓卿一…6一 … 一'印'.貰口.一一一一… 葡'"… … … … 一 一脚騨膳'一一廓… … …

● ● ●
曽一 一 〇一 響o一 一騨 〇 一 騨帥 鱒o-8葡 臨 一一鱒 鴨8一 一 一願一 齢o一 一一〇 墜鱒o鼻 一●

'冨 葦7Eiフ モ…F叉 罰じ … 一一'嘲'鴫… 一一隔'百'一幽'一…'一"一.'幽 聯'一騨'.一'脚噸''" 一 〇聯

● ▲ ●
一一 一〇一 一一一 〇一一9騨 一昂一 幽一 騨 卿曽 一〇一 一脚 ●曽薗 一曽 一騨 幽輪 一 鱒oの 鰯 一 一 〇

}■ 融●●棚ロー一 ■虞O一 一 ■鴫O一 一●9一膚一 ●一一 繭曜鯛9日●■-曜■9一圃■陰■9口■●塵罵一顧一 ・●■願一 嘲■0■■ ■一 一 一一 〇一 一騨0■ 一 噸 ●■一■■●■一6● ●昌 ■P鄙■■■隅〇 一■●蟹 鱒一●口 ●●

85ク サイ 褐色 ▲ ● ▲
電80學 働 一一8一 一 口,応 廓働"o一 一一 伽一 馨儒8輌 一一 一謄顧 鱒一 一ワー 曝韓齢 一廓働9働9嘩 曝 口學鱒 一〇●

頓蔀 牙 牙=ぞ で 矛 ダ ぞ ギ … 一鴫一鱒… 纂 一… 曽….一".'.一 一"一鱒　 ….…'.一"" 層o

▲ ▲ ▲ ●
一 一胴 一一 一〇〇 一〇一 の脚 一 一一 駒o一 一 一〇 一一 〇 一 〇 鱒 一 騨

膚臨詐 ゴ ぜ

ン 石芋 κ 手.…"…'.一 讐… 百 … … … … 一噸…'一'…"… … … 一… … 一岬'… … ▲ ▲ ▲ ▲ ●
暉 一〇一 一■o岬 鴫 一一嘩 一9繭 顧暉一 一廓 一一騨,一 一匿一 一一一 一一8一 一儒6の 響●鼻 曜一●

「 露 兀;百 子 ヌ 繭'噂騨… 噂一一●'一'`一 一騨纂 … 一畠… … 一… 一齢…'一.一 學'鱒
〇一

● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ●
のo

鴎一騨 鱒岬巳一9一 願一 騨8一 麟o暉 一一幽 ■■一 亀幽■9600胴9層 ■圏曝■9騨一瞬o一 ■●顧一8●●●●■一一 〇■●一 繭一鯛9一"鱒 卿一 ●D一鯛9顧o■夢●幽零o廓 幽 一 一の一 一6ロー6■ 嘔囎鰯一8圃 一 ■疇8■職一燭●願聰

89イ 褐色 ● ● ▲ ●
の 一 一

"'℃δ繭7ワ ～アワ ジ 　 一… 一印… 一.'… 百 … 一一一'.騨'　 願一…"…"一 一.'一一'.一'…'… … …'一'

● ● ▲ ●
一〇 〇日 一一一 一一 一卿o幽 卿一 顧一昂o一 ■ 一一 一一一 卿o一 一一 一〇一 一〇〇 一一 一 の の一6

「 肝 ギ 寺『罪Fジ 旨1ラぞ'囎 葡…"'…"響 騨百.覇.一 … 圃廓.一一騨.圏… 鱒顧'"…'… … 顧一'… … 一… 一暉… … ▲ ▲ ● ●
一8一 馴oo一 夢一 一一一 一一一8鰯 一一一 働 卿 曝一一 一一 〇一儒,ロ ー 謄8一 一一 一一騨 一曽●

一67'芳 弓 ヲFド:ジ 景 ヲワ チ 掌.鱒 　 … 落 琶"一 簡0'一'…'鱒 層一一'一一…".'曽 一噂"'一… 賜一… 一… 一'一

● ▲ ● ● ●
一聰一 一顯 一一一 〇噛●o鱈 一〇 一600一 一 ●一 一 一9一 隔 一一,● 一 ●一一 一〇

顧犀畢蒔 写 ㍗7ザ:ザ … 一　 '薗　 "… … 蒋 琶… ….8一 … 一… 口'葡賜一學 一'… 鱒願一'.… 一… 一即… 需'"

▲ ● ▲
一一一".糟 幽騨 一騨 廓一一煽 一一 一鱒噂 一一鱒 一謄 薗騨一 一 隔 一一學 一,一 一一 一鼻●

マ 牙 三 子 冗 ヨ 天 ゲ'一'一 一'一 一 一.〇一'帯 琶".伽'一 吻胴"ロ ー.一'一.'.一 一''"一 一騨日… 曽騨脚一簡'噌一.幽日一"… 　 繭 ● ▲ ●
一一 一一 一〇一 甲一 一■oのOo-o騨o一 一●葡 一葡 一 〇 騨一 一" 一 ●

日學鱒6写 ヨ:ヲ フ=夢 『ヲ ヂ ミ ワ'Fヲ ー 薗一8繭一 一.の 顧「 蘂 一.噂・.吻嗣…`圃 … 一 一傭6印8一願."鱒罫鱒願一一… ●… ・一零傭一 … 一一置圃『一.鱒8."働 一一.口

▲ ● ▲ ▲
騨墜一 騨顧 蓼瞬屡 一 騨 騨韓 ・脚曝 一嚇口 騨鱒一 一8● 一 齢馳.鴨 一帽 腎 鴨鴨"一 鴨G

輪一5δ'司ミラア{フヨ「ヲ:アこ:Zζ:夢弓 一一騨一一一一一…i薙i緑.一一.一… 一一膚… 一島一一曽一〇.一.."一 一一.脚

97ア ヤ メ 紫

一 o一 骨 一一

● ▲ ▲ ●
,一 ● 一 鱒一一 一一一 一一禰 一層 〇一一 曽 胴 一 卿一 ロー一 ■ 願 ■ ●

一 鱒働 犀曜一 一一〇 μ卿一 口"の ●一 ●o・ 働一■ 一一 ■o一 脚願囎 鯛一,一 〇 扁一"6騨 露■ 騨 曙 一 曝一一 儒刷一 一口 ●囎一 〇一印 塵一 一帰幽o縣 圃 ■の 撃霜一 一騨樋 ロ働 曝一一 一鳳一 聯閲● 騨一 卿 の8

● ■ ● ● ▲ ● ●
一 騨一一 繭騨 膠鱒 一鱒一 岬編一 一儒 「一御 霜一繭 願一●

98ヒ[フ ハ リ ソ 望ヲ.一 學.費.鱒 魍一.一.の ・・...騨 一一ロー一一一・一.一一 一 一… … 一騨 一一.躰.一 〇一一一剛… 一.… ●一 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ●
" ・

紫一℃ ずヨ5
1,ヲ 石ヲ茉 茉 一… …'… …"葬 …'印 … 働… 繭一… 一…"…"… …'… … …'…'… … 働富一一 ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ●

岬,o曜 一6謄 曜●

『πi万ヨ=～7=フ百 ～77マユ=2ヲ≡ヲー.騨一り噛一鱒一9一蔑i轟.一一一.・一一零…一.…一鱒一.…一一の一一鱒の.騨 oo印 一 一麟 一 一一〇

▲ ● ▲
"軸 一 一一●

蒲τ子茄望丑====二=二===羅=二====:二==二===二=二=二=二=====二=二.● ● ●
一一臨 一圏軸 一一 銅〇一 胴一一 願一 噸080一 一 一一 暉一一 一一鱒 一一一 〇.鱒 一一 曽圃●

聯「雌 芳毛 げぞ.褐 色
● ▲ ▲ ▲ ▲

一一 一一 一鱒騨 一一〇 〇一一 o脚 一一一 〇一一 一

「薔4芋 『『支:7ラ ゲ ヴ… …'一 聯… … 署'一.一 …'8.一 爾'.一一… …"… …"….顧 鰭… …9　 印…'.一 圃"一 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
鱒 騨9一 瞬 一一齢 ■一8一 一 一一〇 一一 鱒一一一8一 薗騨6鱒 脚●

一稲 τ等 穴 デ フヨ'1ヲ アヲ タヲ栄 飛'鱒'"貰 一'　 .一… … 一.一'口層'一 … … 一一.齢'. o曽 鱒o騨 噛 一騨曙,一 一一一 一一

● ▲ ● ▲ ● ▲ ●
一 一一一 一一〇 一〇 韓一一 〇葡一 一 一 騨 ●

口●■一 ■口零鰯●鯛鳳圃 一一■巳●■o■ 夢■胴■9一 口σ■■露一 ●●隔口o巳欄■●●●一 ■哺●巳■画一一 一鴨,■ ■繍 ■隣一一 ■巳一 噛暉.● ●一●9網 ■●巳噂 日一一 一口P一●願 一-菖即 ■■o■ ■9,●●鄭鰯-r,學 監■置●露一儒鴨 凹■●一 鴨冒一 一餉 騨圃膠 鯛9一.5● ■■匡■9一馴ロー■■幽B

105エ ゾイラクサ 褐色 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ●
響 蝿一 〇廓一 ●

下 夢芋 ヨ1ラ芳7ぜ ギ ジ ヨヴ の… 一落 琶… 一'一'……'一 　 '一'… … 騨…'.… 卿鱒'一'一騨… …"　 …'. ▲ ● ▲
"一 働o

門fδ デ 三ヲ 百 ラ 『ヲ 弓 ヲ テぞ.一'餉 一 一顧騨働"'一瞳一響褐:琶'一 一5.暉.儒 　 "一'騨8'臨 葡'"一 …'一'一'圃'.8一 一鱒6輔騨'一… 軸顧一一騨'"一"""幽 口'"縢"'"一 ● ▲ ●
葡,口,o騨 一6の 一韓 膠o一 一騨の 一一一 一曝一 一一6鱒 ・ 一,●

'「醜 ギ ぞ 苅 末 脚'一""'吻一一一'`鰯."一一『'袴琶曽一騨一 … 瞬'曽'.'.…"一 … … o卿 謄曽 零一 〇一一 繭騨一 ●■o一 一 一一一 ●鱒

● ▲ ● ●
●卿 ●一一 〇〇9-o一 一 〇一一 卿 〇 一 〇層

一〒δす ヨ:ヲ=フ ジ:響 『ジ ろFワFラ 圃… 一一 一 一 摩藁 ●.一鰭"印… 曝 曜一一.一 一願暉一一一一岬犀… 一..… 一一自一… 一一顧.`一… … 一葡一の躍一騨鱒一 犀.一..轄 ・一,一一8輌

▲ ▲ ● ▲
●o麟 一9一 一 一 一 一〇"繭 一● 一葡ro.一 一一6一 ・

110ヲF三 巧 …7フ 」デヲ 『iF一..一'一 …'.響 一穐:琶 一'…"9一.'.一 讐"一".騨9.一 一 一 鰯'繍'一'"噂'脚.'"一'… 一噂…'齢 賜'幽嘲 ● ▲ ▲ ▲
一一 隔一の 一一 〇 鞠一一 口o一

爾Tiτ 王 ジマ 芋…}…6… 一"鴨0.…… 瞳… 百 　 … 一卿… 一零"…'一… …'願'墜…'… … … … …'… ….… 一…"一 一 囎'
▲ ▲ ● ▲

騨8陶 騨一 一一 一一騨o謬 一 鵬 一一一 曜曜一 膠瞬8一 一・

π 牙 牙:7ヨ'ジilア5'一 一一'一… 一…'貰 葡… 一'… 一'伽 噛

"聯 一 一 一〇 騨 聯一 噺層9一 讐 口・一 一一

● ▲ ▲ ● ● ● ●
騨一〇 ■o● 一一〇

購o■ 匿●騨働 一一 一一 一一一"一 一陰一薗一 學o■ 匿■9■臨一顧●騨■巳●■o■■ ■隅一■口 鰯艮賜繍 圃尊一一 一胴go■●嗣6一■剛噛 一 ■咤●■■「o層6一一〇 一一欄隔騨ロ印 一■■顧 一 ●●膣圃 国【一 一刷P一一一鯛■・一 一昌曝9-oo一 一馴■一一■り■買■闘■■9一働・■P●o■■●■■■脚騨8一 幽日

113ム ラサキツメクサ 紫 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●一丁〒荘 牙 ぢ 翠 デ ぞ ヌー… 一願'"一'`'… 纂 一一…'… 卿'一'.…"… 一… …'ロ ー'… 　 一''"一 一…'一'一一'… ….'…"
▲ ● ▲

下 宝 ラフ等 支 ダワ ヴ'"… 富碍….'一 蔑 羅 鱒一… … …'… 鳳.　 …'… … …'願'一… … 一顧… 顧… ….8葡'"… … 一一… 一一 ▲ ● ▲
一騨o● 一6馳 鳴犀"一 一口 艦韓一 ●一鴫 響禰 一鴨一"廓 ●

'丁竃百百六ヴジフゲゲサ
褐色 ▲ ● ●

.一 一一〇 一〇 一一一 〇騒o-06一 一 ■曜o一 一・ 一脚●

門 百 デ ヨ:ジ フ ヲげ ウ ヲ:ジ=キ;一 廓儒一 一犀騨8一一8「 蒔:・霜騨鱒"一… 曜顧…6口8一 曝一8.啄 一一一一曜一働『一楓一〇"… 臨騨"'●一 一… 幽一爾…
鴨8疇 一即零 ロー鱒,一 鱒噂曝 の繍の 一一 ・噂8鱒o

▲ ● ▲ ▲ ▲
一80零 一80一 馬8鱒6幅 岬 夢一9

一 駒一 一●,一 一 ■一鱒 一●● 一■ 一〇■o一 ● 一・一 一一 一一ロ ー一 噂一一 〇騨響o一 一●.o賜 ●一9一 脚● 儒一 頓o-o顧o願 ■ 一一 〇一姻 一一〇 一■一 一一 剛願一 一〇一 一一 一一一 騨一 一一一 唱一 一卿圃o-〇 一〇 一 騨一"一 鴫o一

▲ ● ▲ ▲ ● ●
願一 匂一邑 一騨 一一一 〇"

118マ ツヨイ セ ン ノウ 白幽了iす 末 ラ穴 ヴ ジ ヲヲ … 顧一…'""胸5""貰'一 騨… 鱒一'鱒".… … 需一… ….'一 暉一一一'卿… 隔… … … … … 脚'轄'"… 翻の… 働

フ

▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ●
鱒9一 一 鴫一口

一
12δ ヲ ージ ズ 翠:ゲ"一.…'一 鱒….'… 百'.韓 一 … …'.'.…'..… …'… … 葡.一 …'…'…."..一.… …'. ▲ ● ▲ ● ● ● ●

一一一 一婦o●

霊 丁ピ ヌ夢 ヨ牙 『ジ … 一…'… 噸帽願… … 百"'ρ'… の…'一帽… 一….騨 … … 一… 繭騨… … の… … … … 一脅一… … …'畠 … 一… ▲ ● ● ● ● ● ●
一一 棚■帽 馨伽■

一一 一噂冒 一〇昌

腿 頚FF…¥町 ワヴ'…..賜"一 …"畠'一'貰 噛一'一"… 一一騨口'廓'一… 一一'… 一.一一…'　 … …'一 一… 一鰯一噛

o一 一 一 騨oo鱒

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●'「溺 了ぞ 漢i罫 ゲ モF…8'顧 鱒… 顧'働一… 貰'一 騨8"爾… 一… 印'… … … … …"… … 幽一'……'… 一"6卿'一'"'…喀働厚… 廓…"'8
▲ ● ▲ ● ● ▲ ▲ ●

膠鱒一●

五 「1Eフ 支 芳 飛 一 賜.一 一剛 一'''"."落 琶"幽 騨… 鯛'一'一 一陶一.鱒'一'一.葡… 一.…"鱒 ●"一.…'."鱒'脚 … 鱒.'鱒 … 騨'…'一. ● ● ●
働夢 一 畢o顧 一鄭 鱒薗5贋 一一 一廓ω 騨一 騨働r一 一〇 曝圃 一韓曝 一鱈一 冒o● 一一 一●o顧 一 一の,一 一 一暉■ 一一一 一顧一 零億 噸鱒一 囎噂o顧 一 廓卿一 一■一 一"o囎 臨 一夢一 願口 麟の願 一日一 〇囎■ 卿學一 ■胃,一 一 鱒噂o騨 一 願圃5一 ロー 鳳繭一 鴫8一 劇一 騨一[口

125ク ル マユリ 黄 ● ▲ ▲
,口 廓 卿8一 曜o儒 働"o麟 一一一 露一■

罹 δ フ1ア;ヲ 「ヲ津 一騨….の 一6一臼一 一一　 一一 剛一'百 一一一一一9一 一噂… 一.一一鱒一一.一 一一 』鯛聯一駒.一 一… 一囎 一 ロー一 一鱒.魑.一 一一一 一鱒.岬 一一 一 一一一 一.一.一一… ● ▲ ▲
一 一一 一一一 騨o一 一印 一一一 一ロ ー

『i万 牙 牙 弓7ミ 三[り.… 一繍幽"'8…'"脚 一蕊 轟'"一 …."『 一"一8'一'…"… … 口'一…"… 騨'… … … 一.8鱒'.顧… … 一… 剛一… 疇"…' ● ▲ ▲
一6一 一一一 唇一8一 の08一 願働曝 一響・

12喜 ナi乃「穴 津iフ 辛 ヲ … 一一… 傳… 一褐:琶 …''"一 曜一…'.一 … 一'　 一一… … 一 … … 一… 一'"一一 ….… … 鰯一一一鱒 ● ▲ ▲
o一 一 一一の 一一働 一薗一 舳ロ ー一廟 一 〇 ・

醐一一 幽顧の 圃o●■瞭輔■冒罵鯛■噛一 一一一 ■●●騨一r巳■9一口騨 騨●顧●晒層鵬顧 ■咤一一 一一一 ●麟陶 ■巳一一 ■■馴繭●●"一 一●騨 一8一 ■験一 ■「一●隔一"■ 陰麟●●一酬齢■■●■o隔一一 一劇9一轄一一 撃曜 ■露●■鄙 一岬岡●6胴験一の.●●一●巳,一.● ■一脚.一 一一騨 騨犀一 岬■匿o■●一 一■■一.暉 欄口糟幽 繭■「一 ●臨一 一

12gア キカラマツ 淡緑 ● ▲ ● ●
08一 一 〇陶 一6-8

「石すヲテララ1F:フ蓼「;r牙=Fラー一… …ロー騨一一一褐:琶 一…・一…一…一一一一働一一一.騨一 一一一 一一鰭一一 鱒一 …一.一.騨

曜一 一一 鐸oo一 一 騨鱒 一 一 一日 障

● ▲ ▲ ●
o-o-o口o零 ■ 一一一 一 〇 一 ●

順「億τ7ヴ フ労 りぞ ズ …'… 一億曝…'働'梅 琶… 一犀一…"一 … … … … 一… 一… 岬… 葡"一富… … … 吻一…"'一.… 顧ロ…'… …

● ● ● ●
一 口8一 の 一一一 圃屡一 〇一一 一弓■

.τ §7石:～ ヨ1ラ フ ヨ ヨ診1フ ワ;弓F… 一一一.騨馳一廓一'百 一一 一一.一一一一… 一 卿一一・一.願 ・.一一一 一 一一一..聰一一 一一一一一"一.一一… 一一 一一.6脚 一一… 廟 一一一噂一●一}願一ロー一一

● ▲ ▲ ▲
"鱒9-09一 ●一 鱒 鱒〇 一〇

「弱 ギ ヂ 翠 ラ三7… … 　 瞬'鴨… … 願"繁'　 …'一 … 一… 一一… …'騨 騨… 曜顧…'… 卿椰口… … … 網…"● 一… 囎… … 顧口'"働8"… 曜 ● ▲ ▲ ▲
一8一 髄 口"一 鼻 屡o`〇 一一 廓軸8

「 酬 末 ザ ギ ジ 宅 ラ ゲ"… 一.口'一.'.脚 幽一蘂.'0'縛'一'… 一一.鱒'一.一一…'一'"口 卿"卿."一'"… 噛一 鱒'一'"一'…'"…'一."一'鱒 一….一' ● ▲ ▲ ▲
,一 ■一 〇.〇 一口 口〇一 一噂 圏騨●

●一馳 鴨■ 一鳳億 嵐卿 一韓騨 禰一一 韓臼5"o● 畢● 一鴨一 一口鴨 ●一 一轟噂 鱒一 口8鴨 一〇曝 韓顧 隔9腰 ・● 一一,口5-6禰 ・鴨顯 鞠印一 零o繍 縄一 鱒一爾 一一 薗鱒一 圃願縄 鄭一8一 幽 卿9鱒 ■一ワ 岬膠一8圃 一鱒劇 一鰯騨 一一 廓轍一 鱒曝o,一 顧一8岬 一一8鱒 ■ 一.鱒 願

135ア マニュウ 白 ● ▲ ▲ ▲
● 億鳴働8の ■一一 幽一一 一繭蟹 一一■

可 子 三芹 三万 くギ.騨 一"…'一 一一'…'"'纂"…'.…'一'轄'…'…"… 一…"'一 ….騨'賜'一 　 一一脚…'"… 一一… …'.一 ….一'" ● ▲ ● ●
● 一聯一 一一聯 一一一 一〇 鰯 一●

「芭デ5ド 働麟'一'…一…"鱒'　 脚'… 一一嵐 隷噂8"卿暉… … 顧….顧 一….… 圏一… 聯6… 一.…"… …'… … 鱒一　 … 一一'.一'爾　 .… ● ▲ ▲ ▲
一 響一■ 働"● ■● ●一一 一騨一 離葡o

'「i弱 芋 矛 三7… 一"… 一.噛一一… 〇… 一.一"鴨貰'….一.… 一 一…'一'…'…'一 　 …"… …'"一 … の"一'願'"口 卿'臨'一 … 一'0'一'… 囎

● ▲ ▲ ● ●
一 〇働一 一〇一 一 一 一〇〇

可 万 ザ ヲ 夢 … … … … 脚'一願鱒『「腎 …'"囎 … 一曝一曜…'一'一…"'… ….一一… 一… 一'… 一一… …0… 騨… … …'一6"胃鴨'0'一… ● ▲ ● ▲ ▲ ●
〇 一 〇 一一〇

'
1お 芋 支 芳 ザ'革 ヲ …''".一'一 噸'"一'貰 …'"一".'一"學 一零… の.".一'.

一 〇學,噸 一 ●藺 〇 一〇一 一一〇 電一 一口〇 一 騨 一一● 圏嫡 一一一 〇

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
一

一 鱒 一 一一 〇'丁石一ヲ 勇 末 云 ゲ ヲ … … の'.… 需'の湊 緑鰭繍嗣'… …"零 一… … 駆… … … 響一曝'… …'… … … … 葡'….一躰鴨一'… …'… 費　 騨鴨
● ● ● ● ● ●

「 颪 三「 三Eジ 牙 牙 『 ぞ=ミFア てヨ;ミr"騨 一.'一 卿一一百.葡 一}'葡.ψ 一.一 一學聰'."働 噌一一一一'一 一一一鱒噛一.鱒一一'一一一
鱒傅o暉 ●一 一〇繭 一一 障一 頓Oo岬 一一 一〇● 騨一一 〇

● ▲ ● ▲ ● ● ●
一

●潤 ぎ臓　 ゼ リー.… … … 一…".百 鱒… … … …'の.… ….一 …'… … 一9… 露…`… 一… 冨'…'… … … 一膠… 一顧… 一…'
● ● ● ● ● ● ●

暉 傅一・

● 糧 τ ミフ ヨ 「ヌ ロー一.鱒・一吻一一.鮪 一一 願一一 一一.騨等 葛:琶 一働一一一一 …'一 騨.賜 一'一一一鱒一 一 ・韓 一 一一騨.一一.廟一'一.… 一の ●騨 一畠 一,輌 騨一 〇 騨o 岬o

● ● ▲ ● ● ● ●
π7く ジ ゴ …フワヴ"…'… 一"… 曜… 貰 鱒'一一… 露'…'… 隅…'圃 … 一… 一"『… 一…'… … …'… … … … … … 囎一一… の… 畠● ● ● ▲ ▲ ● ● ●
,脚 帥一 一 の 一〇 一一瞬 一零o一 一 一脚 騨一一 一一一 一鱒 ・一 ●一 薗.o一 鱒一 一一 一一一 一

146ヤ マア ワ 褐 色
一嘩 鴫一 帥一 一 〇一r一 一一 一一 〇冒一 一〇霜 一一 一一一 岬噛卿o脚 鱒 一一 一一一 簡冒一 鱒一 一〇 一一一 鱒 一 〇 口〇 一〇 〇

● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●
,一 一"棚 甲 一8一 一 諏 鱒脚一 ロロ 庸一一,一 一〇〇 一一 願鱒 一印願 顧櫛 一〇 願一6印"o一 一 一一一 〇一一8一 騨一〇 鱒一脚 甲"一 脚疇 一一脚 冒一一 一〇 一一一 辱一 冒一一 一曽圃r一 一棚曹o一 一8一 虜 一一〇 一臼 一一一 鱒o卿 一一 費囎o一 一一 一鱒 騨一一"一 一 一
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No.種 名 月5555566花 の 色

日121718202628

66666777777888899

151622232967142026308142128316

147チ シマオドリコソウ 紫 ● ● ● ● ● ● ● ●
蒲'　 芋 矛 ラヲ 蓼墜ザ ン穿 淡 緑.一 一鰯一'.一'一菅.'"'一.'.'一一「面すヲ:ザi[7ダ で`一邑一一陶一一噂.'

黄 殉夢.卿"一 の一圃'一"8鱒0層噂一『卿'祠"一'一曝一'一'一 層"

● ● ●
▲ ▲ ●

608一 一の一 鴨8一,露 一一響 の一9

150オ オアワガエリ 褐色
」口 ■9噂一〇■隔rロー囎岬●■隅刷9一■口o■一一一 ■曜一 一■■一 ■置隔8●9●■ 噸 ● ● ● ● ● ●

『仔「笏 デイソウ 紫 ▲ ▲ ● ▲ ▲
.

152'ゲ ンノショウコ 白 吻 ▲ ▲ ● ● ▲軸『溺 末 ラ穴 芋ヲラザ 軸 尊
褐 色 噂 噸 曝 唄 ● ▲ ● ▲ ● ● ●

「葭「エ ヲノミツモ トソ弓ラ'黄 ● 吻
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れ た.

生 育形 別で は,「 一 ・二 年草」,「多年草 」,「灌

木」,「低木」,「高木」 の順 に平均開花 日が早 くな

り(図6a),平 均 開花 日数が短 くなる傾向があ っ

た(図7a).

生 育 環境別で は,針 葉樹林の植物 は他の生育地

の植物 と比 べて平均開花 日が6月16日 と早 く(図

6b),平 均 開花 日数 は11日 と短 か った(図7b) .

ま た,荒 地 の植物 は平均 開花 日数が35日 と長か っ

た.林 縁 ・二次草原 ・湿地 ・河畔林 にお ける平均

開花 日は6月26日 ～7月13日,平 均 開花 日数 は26

～29日 間 だった.

主 な送粉者 タイフ.別の開花季節 を比較 する と,

風 媒花の平均開花 日数 は23日 と もっと も短か った

(図7c).ま た,チ ョウ媒花 ・長舌 マルハ ナバ チ

媒花の平均開花 日数 はそれぞれ32日 ・38日 と長か っ

た.双 翅 目媒花 ・小型 ハチ媒花 ・短舌 マルハ ナバ

チ媒花の平均開花 日数 は26～30日 間 だ った.ま た,

平 均開花 日はいずれの タイプ も7月2日 ～7月24

日 の間 だ った(図6c).

帰 化 草本 と在来草本 の開花季節 を比較 す ると,

帰 化草本の平均 の開花 日と開花 日数 はそれぞれ7

月9日 ・43日 間,在 来草本 は7月11日 ・25日 間 だ っ

た(図6d,図7d).

4.マ ル ハナバチの花利用

短舌型 マルハナバチの訪花が確認 され たの は63
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図6.各 生態特性別の平均開花 日

(横線は標準偏差を示す)

図7.各 生態特性別の平均開花日数

(横線は標準偏差を示す)
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十勝三股の植物相,生態的特性と開花季節丹羽 ・渡辺

3.十 勝三股地域の短舌マルハナバチ類媒花の花暦(各 植物の開花時期と花の色)

は1996年 の調査による確認,▲ は推定,帰 化植物を網がけで表わす.
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No・ 種 名 日1217182026花 の色 月55555281516222329'6
666666677

71420

7777888899

26308142128316

1エ'ノ キ ヌヤナ 蓮 盤.. ● ● ● ▲ 一 鯛 ・ 一 一 ■一一 一一`騨 ● 一9

'.…ぎ子iガ
!ぐヤナ辛 淡緑 ● ● ● ▲ ● 一冑,口,縄o鱒9鳴, 一 一一 一9膚 一一 の 一 o o

淡緑 ● ● ● ▲ ● 麟 一一`一 一 一輪一 ・一 一鱒・L一一脚 ・曽 ●騨`"一 晒一一 ●"一 一一 ・。の鯛 一鱒一 一輪葡 一一 一一〇 鱒一一 一一〇 一一一 畠'

…'写ヲ享タヲ等
一 すiゾiEジ ゴザグ …'青

● ● ▲ ● ,の 一 一一一 ●圃● 縄o一,鱒r旧,側,一,一 一一9ロ ー一 〇一9鞘 ・,口,鱒,一 一〇9一 一一 一一 一一● 偶o
・

り「δ至～冗万概 ヨぞ芦響 淡緑 ▲ ▲ ● 一 一一一 贈●脚 一一一 脚 一 一一 一`一 輪鱒一 一一 ●●一一 一一 一・●畠 一禽輌 一一一 一一凹 一一 一一一 一一一 一輔●

…謄iジ工男膵 ッッジ
.墓_ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

, ,一 一鱒 一一一 鱒. ●一,一 騨 一●韓9一 ● 一〇一 一縄●

13フ ツキ ソウ 自 、 ● 騨一 一 ■
● ● ▲ ● 顧●一 ● 脚 噛9一一 一●麟● 一一 ■■■L●●

一一鱒 一一一 鱒一騨 邑鱒 晶腫一 ・

24イ ヌコリヤナ翠 淡緑 ▲ ● 員9爾 o
●口,膚, ■ 鱒 ● 縄9一,一 〇網go一.

,●o'鴨逐ぢ牙茅夕芋;ジ飛スミレ 紫 ,蝿9卿,一 一 鳴

▲ ▲ ●
,

軸鰯 ■

,9

島 一一一 一}一 一● 一一■●一鰯 ● ● ● ・

● 一凹℃デ7ダ帯i5欝芦 淡緑 ● ● ▲ u一 一鱒り ロー■■一9●一卿9一 ●

9●.9一一箭 王ゾズ獅 ザ'　 淡緑 ● 嗣■ 一 ●騨●一 鱒一一,■ ■

▲ ● ▲
,

鯛 ● 口 鱒 一一 一一曽

マ エヲヒョぢタン衆 ク'…… 淡緑
鱒

▲ ● ▲ ,o■ 唱夢口●P脚●9一一卿 ●■麟,駒,一 一.

'℃すミ巧ぞザ;〃う 白
一 一一一 一一輔 一一 〇酋一 齢一鰯 一一轟 一一 一一一 一一 一一一 一一一 一輔 ・一一.・一一 一一 一齢一 ロー曽

● ● ▲ ● 鱒画 ●go■●一一 一一一 〇●.一一●●一 ■ 鱒■ 凶 一鱒●

,

　6「'万等荘牙シ 紫 ■

▲ ▲ ▲ ● ,一 一"一 一 一一,鱒o圃 一一,一 一 卿,一 ●一 一一9一 ●の 「一一 一顧,一 一脅 一一.帥 噛●
, 昂,一 一圃,圃 響一,

● ▲ ▲ ▲ ▲ ● 一〇騨 一一 凸一一 ●●一騨 ●脚 一鱒一 一一}一 一 一●o一一9暉o● ●一一昌 ■■`●

一 儒,一9鱒一
65王 ソ加 ヌツ_____自____一___.____一'おヨ
ンロヲラぢ 白口,鱒,一 響 一〇卿 一一● 一一 一,燭9鱒}一 一一,一 一口,一,鱒 一一rPロ ー 口「P一,卿,一,"一 圃,卿 一葡一 一

「 ぎミギマ尺ジ蒲 ぢラワレ 紫

● ▲ ▲ ▲ ▲ ●
価

鱒・ 一観 一騨願,一 脚 一一 一一ロ ー胃一 圃,一 一噂 學・o一 ■P・

● ▲ ▲ 薗6.鰭 一一 一●●一一一"一"一 一 一曽一 鱒一一 一一 一一一 一一一 一●●一駒一 一一唱 一一 一一一 騨一餉 一一一 曜一 一一一 一讐●

… ラiy牙:オタカネ
ノマラ.赤'願

鰯 一一 一一一 一一"一 一 一一 一●●一 騨一

▲ ▲ ▲ 周,鱒,儒 一卿,鱒 一口,",鱒 ●一 一鱒一 嗣,鱒 一鱒 一ロー 一9儒,偶 一一}轄 一●●一卿 蟹一一 鱒一一 一一 。
印

淡緑
,臼o一 一鱒,一,09億 一

▲ ● ● ● 一一`韓o輔 一一 一 一.79イ ワツツジ 繭 ●●・一一蕊 モヲ:ダ才ス…望 黄 凹一 一一 韓一一 一一 画一一 一

● ● ●
一 ・鱒

一胴■● ●D唱P網,鱒 一一一 ●●一■隔,●●●一,■ ■一胴墨o鰯曙一口[,■P口P一●Pの9■P飼,o

90イ ソツツ夢 白
一一,隔 一膚

● ● ▲ ● ●

93ク マイ『荘F鱒'…"福 苞 一'

一一 闇一一 一一一

▲ ● ▲
島

一丁τ『
エヲイチゴ 白

o,

鱒
▲ ▲ ● ▲ 一一"o艘 一一一 一一 一一一 一一一6

125ク ル マユ リ 黄
● ▲ ▲

126ノ りウツ翠 白

〇 一 r●一 一,●●一一〇 ■P,殉 ■ρ圃 ■夢■隔● 鱒一

● ▲ ▲
一,儒 一 口● 脚,儒,一,一,隔 一隔 一胃,9

一 一一一 葡」L一`一 一"一 輔一鱒 一一一 一一"一 一 一一一 齢一騨 一"一. ● 鰯 ●

● ▲ ● ●
一一 一鱒 一一一".闇 ・

,一 一禰 一欄o一 一働 ●

口,一 ●

一〇 鯛・

12gZ .去カラヱ ツL.___.__.簗i陸 一____。_._一_,一_._一 一_一__一 一__一__'『蕾丁マ
ワフ労 りヤス 褐色

繭一 一岡 晒一一 一一一 一

隔 ■・一一 ■●一 爵9■ ■馴レ■go口r夢一 ●■P一囎層■口-P-o● ●「P一■騨

● ● ● ●

「欝 ギヂ辛ヲジ晶… … 紫'
一 一韓一 一〇一 ・一 一一・鴨 一聯.一 一 曽一 噛.`鱒 一一一 輔一"一"● 一一 一〇暉 邑一 一一一 一一一 一"o-〇 一 一一 一脚一 脚一 一一一 一曽一 鱒

●

● ▲ ▲ ▲
"一 一 一一一 一一●9`一 一魯

「葱「司ミザキシモツケ 紫 ● ▲ ▲ ▲
"一 儒 一禰,●

「器:ヂ ジテ:ンハヨドー 叫 簗 …'…

■」 一一●璽一一 畠o一 一

£
● ▲ ● ●

爾0

1375ド 淡緑
鱒, 9 脚 陶● o 鴫 ,

● ▲ ▲ ▲
一一 一脚9偶 ●

一〒語 キオ
ン 黄

● 脚●頓 〇一 脚 讐 轟"・ ● 韓■鱒 ● ● 一一 一 ●9

● ▲ ▲ ● ●
齢 ● ・

'
139ク サ フ夢 ● 青

■ 鱒 囎o o輯 幽o,口"鱒 鱒9 o● の

● ▲ ● ▲ ▲ ●
8

「苫 ハンゴンソウ 黄
韓●" ●

● ● ● ▲ ▲ ● ● ●

「47チ シマオドヴコワウ 紫
の

● ● ● ● ● ● ● ●
一一一 一一 齢繭輌 一一`一 一一

151ク ガイソウ 紫
,脚9一 一 卿,一 一儒,の ・一飼一鱒,ロ ー一一 胃,胃,一 一鴨,顧,鴫 一爾,働,一,儒 一一 〇賜,一 一口,",一 一 口,幽 曽儒一

● 鱒● ・ ● ●o鱒 ・曽

▲ ▲ ● ▲ ▲
一圃一 一,

157エ ゾノレンリソウ 紫 ● ● ●
「

「蕊 芋 ≡フでラ『ザ ミ…'…●'一… … … 紫'
鰯● ●

● ▲ ●
`

門汚iy深ザキナナカマド 白o剛 隅,剛 胴,一 一 鱒o鱒 一縄,の._o噂 曽。。,卿9一,隔 一爾 一鴨go・ ・口,需,一 一 繭一儒 一一一 ロー 一,卿 一一一 一,一 ●圃,鱒 ● 瞬一口 「鵬 夢齢一 鱒一一 一働,日 一 騨一ロ ー鱒一 卿o圃 一一 一馳

● ● ●
一一 一の〇

一一 一一●
繭一一 一一一 一一一 一

161エ ゾシロネ 淡緑

一一 一 一一一 一一6"邑 騨一鯛 一一 一一一 鱒一一 一一〇 騨一 一●"一 一一 鱒一 韓一鱒 一一 一一一一.」鯛 一鱒一"幽 韓o

● ● ● ▲

166勿 ジΨ7マチニ 紫
隔一 一,ロ ー一,一 一 網,一 一葡 一鴨,一 ● 一一鱒 一 ,鱒 ●扁o御o鱒,葡,"● 卿 蟹

● ● ▲ ● ●
一,9

● 一 偽一 ・騨

170シ 牙:労マ革ク 紫
一一 ●●一一 一一轟 願一■●■」鱒 ・一一 ■●一岡 一一 一一● ●●一一 一一 一一6幅 一鱒 一闇 一一一 一 ●9 贈 軸"一 曽一層 一一

● ● ● ● ●
」

¶τ王ヲミジ、津"纂
o鱒,鱒 鱒一一, ,

● ● ●
●

176ヨヲス等ソウ 淡緑
翰 ● ■ 胴■鱒 ●

● ● ■ ●
・

門背ir=チ:ii醇牙ミノシロリ レモコぢ.百'
一 一,一 ●葡 ●鱒一 卿一 一一冑 一卿

● ▲ ● ●
,

「80ア ヲラ冴 ヤ'稽 琶'鱒
噂 ■哺● ● 一一 一■●一一〇 一一■r●凹一 一一●r一一 一●■

● ● ● ●
・

,噂 向一 圃 賜置一-■圃oの ■陰■隔一幡

183イ ヌゴマ 紫

, ,儒 一口oのo隔 一 口,鱒 一 , の 脚,帥 爾

● ● ● ●
圃一一 ●

鱒 ・画「f§Σヨ:ラ1)
ンドウ 青

鱒 ⇔ ● ■ ●

● ● ●

194エ ゾノコン翠ラ'青

,の, 爾, , の

▲ ▲ ●

「 すモ才コウ蓼ン;i飛栄"鱒 黄 一
昌 一ロー 一,一 両 卿 ●・ のo脚 口●'口 繭 ●鱒.o●

71シ ロツメクサ 白鱒
8ガ ル百ナヌ … …'簗 髄噸
,● 鱒,,鱒,o岬 ● 嶋"鞠,顧9

98ヒ レハリソウ 紫…西 ヨヴ 〕ヲタヲ茶帯 　 謙 …'

一丁δ万ヨFアξナノ
コウリンタン署 黄

凸一一 〇 ●● 鱒.

113ム ラサキツメクサ 紫
「而 ぞワiヨ:7センノウ 白 二

_脚
119ホ ソ穴ウンラン 黄一丁奮 ヌ
マツヨイグ:サ 黄一r僅セイヨウフ
コ芋リラウ 白 騨

140キ ヌガサ翠ク 費
148タチオラジダ:ゲン:ゲ…幽 鰯…'
150オ オアワガエリ
嚇學 一凹一 一一

鱒■鱒●鱒■

夢

■

噂

卿 の騨

●一

淡緑'

■

● 嶋,欄

一 ●

鱒 ・・ ● ●

圏 ●鴫 鱒●

圃

韓 鱒

,

■

一 一"一 一`一 一

帽一 一一●●一"一 一一 一一曽 一一一 鱒一一

の,日●瞬■}●鱒.一 一 鱒一一 ■,圃9一 一 ●●鱒9網,o●,幽9一 一縛,一7圃 一一 一口,鱒 騨

一一●■一一 一

騨 騨一夢 鱒一 圃,圃,脚,一 一 鱒一

一一 韓一一 一一

の一 一,陶,一 〇騨,

,口,圃,一,口9ロ ー

一一 一一隔 一一

一 一卿一 一一 一一一 一一一 一

褐 色__一 一一___一_一_一__.__一 一一.____一_._.一.__一..__一_一.一

一一 〇騨 一一一 一一韓 ■D●●一一一 鱒一■●一一 一一● ■●一■●一一● 雌・●●一一

,,

●

一

一

●輔● 鱒`

i灘鞭輔 螺

り ●

口,卿}鱒 一口 ●一 一陶,御

噸'一
鱒il…i…慧ili…i…鞭i…i瓢…i纏:i繍醐髄懸灘i総 糞 購饗叢購i…il轍i…呂講:i…

顯 曙蝋 …i…獺 蝦 翻 羅 羅 融 轟灘 繍 購 羅 購

撰購:繍 蹴i

繭●

●

圏

一 鰯 一 一一一 韓一

膠鱒,一 一 縄●禺 ●

i灘 蒔i顯藤
一 一一 ●●

認 購 灘職繍 …鞭 顯 購 麟i≡欄 繍_一.

撒 翻 藤霧 醗 購 誕徽 箋糟 羅:羅 繍 灘 ……一一 一●●一鱒一 一・
蕪繍 灘i…養i麟澱 醐 羅繍1撒 一口,働,一,隔 ●

嚢鰯醗 購 蕊繊繊醗響

噂● 鱒一一 一●一

醤醸i糊 講 猟蓼繍娯liミ灘

藝 講 講 購…i騒 駅灘 購 醐i綴 鞘i…
o■

.襯 聡撒 鰯 髄 菱

,一 一 一・

、貌醗 轄…繍 縦 醸5…鰯 麟灘 撒 …一一一 一●

鞭螺蝋 繍 嚢 謹 一,一,昌 一 鱒一・

鱒懸繍 購懸 繊i:難__

iiili鐸繕 ………………萎…垂:ザ …
鱒 一一一 一一韓 一6

一 讐●一 一一一 響●



52 ひがし大雪博物館研究報告 第22号

表4。 十勝三股地域の長舌マルハナバチ類媒花の花暦(各 植物の開花時期と花の色)

● は1996年 の調査による確認,▲ は推定,帰 化植物を網がけで表わす.

No.種 名
月5555566花 の 色

日121718202628

66666777777888899

151622232967142026308142128316

12エ'ム ラサ ツツジ 紫 ▲ ▲ ▲ ▲ ●
35牙 オ穴葦7禾牙ズキ 黄 ● ● ▲

58オ ドリコソウ 白 ● ▲ ▲一ヲぎ
ミヤマハンショぢヅ兀 紫 ● ▲ ▲
86牙 オヤマ牙多 マギ 紫 ▲ ▲ ▲ ●一蒔
エヲノタツナミソウ 紫 ▲ ● ▲ ▲

97ア ヤメ 紫 ● ● ● ● ▲ ● ●
114ヒォマヲギラヤメ 紫 ▲ ○ ▲

127オ オ ウノ《ユ リ 淡緑 ● ▲ ▲
136ナ ンテンハ掌 紫 ● ▲ ● ●

「万チシマ矛ドリコソぢ 紫 ● ● ● ● ● ● ● ●

156ツ ルリンドぢ 紫 ● ● ▲

158チ シマアザ蓬 紫 ● ▲ ●
「πiδ'=竿ツリフネ 黄 ▲ ● ● ▲

163タカア亨 ミ 紫 ▲ ▲ ● ▲

164ツ リガ累ニンジン 青 ● ● ● ●

「万『チワ辛ギョぢ 紫 ▲ ▲ ● ●
一,▼

188エ ヲナミキソヴ 青 ● ● ●

192エ ヲりンF『ウ 青 ● ● ●

88ル 百チス 紫

98ヒレハリソウ 紫 護 欄 霞繍 懸i艶欄 醗灘
113ム ラサキツメクサ 紫 禦 灘 繍

119ホ ソ穴写ンラン 黄

・、講 纈 輔 醗 購:錨'講 縢垂撚羅 購 購1購 螺 慧
一〇圃 ●◎

羅
ii

覇 繍

舗醸 瓢

鎌懸 難 囎 轍 彗
'1繍 羅 鞭 螺 翻 螺繊 …i

距講 藤蘂
.職 鱒纈 一一一 一〇

123メマツヨイグサ 黄 饗iliii購繕 講 灘謙i選慧1 ロー 論Oo

表5.実 験対象種と実験個体数 ・花数

轟 「二 轟 一=、 花あたり子
サワ ヨ2
エゾリンドウ7

シオガマギク6(50)

アヤメ33

26

28

1195

66 48 95

79.3

1165.0

名
ヨ スマソ4
ハンゴンソウ7

エゾゴマナ3

袋1

頭 (小花)

無処理
頭花(小)1頭 花 あたり小花

28(260)
70(1242)

30(483)

FO

∩φ

32(275)

19(298)

89

17.3

16.1

種で,全 植物種に占める割合は19%だ った.時 期

別では,5月(早 春期)に ヤナギ属木本を,6月

前半は有力な蜜源がないために多様な植物を,6

月後半か ら7月 末にかけて帰化植物を,8月 以降

は帰化植物に加えて在来のキク科草本を主に利用

していた(表3).長 舌型マルハナバチの訪花が

確認されたのは24種 で,全 植物種に占める割合は

7%だ った.時 期別では,5月(早 春期)に エゾ

ムラサキツッジを,6月 は有力な蜜源がないため

に多様な植物を,7月 以降は帰化植物に加えてア

ヤメなどの在来草本を主に利用 していた(表4).

また,短 舌型が利用する帰化植物は14種(利 用種

に 占め る割 合 は22%),長 舌 型 では5種(21%)

だ った.

5.自 殖 性

主要 な7種 を選んで 自殖性 を調査 した(表5).

調 査 したすべ て の種 にお いて 自殖 性 は低 か った

(表6).サ ワ ギキ ョウ ・シオガマギク ・エ ゾゴマ

ナはそれ ぞれ袋 がけ した26花 ・1195花 ・30頭 花 の

すべてが結果 しなか った.ア ヤメ ・ヨブスマ ソゥ ・

ハ ンゴ ンソウ も,袋 がけの結果率 はそれぞれ4～

13%に 過 ぎなか った.エ ゾ リン ドウは袋が けの結

果率 が57%と 高 か ったが,結 実率(各 花 ごとの充

実種子数/胚 珠数の百 分率)で は平均2%(0～
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27%)と 低 か った.一 方,無 処 理の結果率 は,ア

ヤメが42%,ヨ ブスマ ソウが88%,ハ ンゴ ンソウ

が95%だ った.

紺 野 ほか(1999)は,エ ゾ リン ドウの袋が けの

結果率が10.3%,無 処 理 は100%と 報 告 している.

ま た,ハ ンゴ ンソウは袋が け して も90%結 実 し,

無 処理の結実率 と差が ない としている.
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1.十 勝三股の植物相および植生の特徴

調査 した範囲では,二 次草原の面積がもっとも

広 く,次 いで荒地 ・河畔林 ・針葉樹林 ・林縁 ・湿

地の順である(北 大自然保護研究会1996を 参照).

出現種数では草原110種,河 畔林102種,荒 地97種,

湿地87種,林 縁86種,針 葉樹林56種 の順で,面 積

を考慮 しても針葉樹林の種数がやや少なかった.

種組成において特徴的であるのは,流 水辺や池塘

周辺の湿地植生 と,過 去の皆伐を受 けて成立 した

二次草原である.湿 地植生には絶滅危惧種のカラ

フ トダイオウも生育 している(佐 藤 ・川辺1995,

丹羽ほか1999).二 次草原にもクロミサンザシ ・

エゾノキヌタソウなどの稀少種が生育 している.

また,一 部に寡雪地の植物 といわれるミヤコザサ

の生育が見 られ,分 布上興味深い.

ひがし大雪地区(大 雪山系の十勝支庁内)に お

いて草原植生は稀であるが,高 山草原 ・亜高山風

衝草原 ・山地の二次草原(十 勝三股)の3タ イプ

が認あられる.十 勝三股の二次草原を標高条件の

近い然別白樺峠の亜高山風衝草原(丹 羽1994)

と比較すると,ク マイザサ ・ナガボノシロワレモ

コウ ・エゾノキヌタソウなど約30種 を共通 して含

んでいる.し かし,十 勝三股では種多様度で劣る

上にイネ科やカヤッリグサ科の高茎草本が優占し,

高山植物を多 く含む白樺峠とは種組成 も景観も大

きく異なる.さ らに,人 為撹乱の影響が強 く二次

的性格が濃い.ま た,十 勝三股の二次草原ではア

カネムグラが広範囲に分布するが,こ の植物は茎

に鋭いとげを持ち(渡 辺1999を 参照),こ の地域

に多いエゾシカの半忌避植物であることと関連が

あるかもしれない.

十勝三股の二次草原部分は,か つては森林であっ

たといわれており,実 際に古い根株(伐 根)も わ
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表7.十 勝三股における送粉シン ドロームの概要

花のタイプ 花の形態 報酬(1花 当り)生 育環境 主な生活形 代表的な植物

長舌マルハナバチ媒荘 大 ・複雑 豊富(特 に蜜)林 内・開放地 低木・草本 トリカブト属

短舌マルハナバチ媒:花 中・釣鐘～筒 豊富(特 に蜜)林 内・開放地 低木・つる・草本 スノキ属

小型ハナバチ媒花 小 ・単純～複雑 少ない～平均的 開放地 高木・草本 スミレ科

チョウ媒花 大～小・筒 少ない～平均的 林縁 ・開放地 草本 キク科

ハナアブ媒花 小・皿型 少ない 開放地 高木・草本 セリ科

風媒花 尾状花序など なし 開放地 高木 ・草本 カバノキ科

ずかではあるが見 られる.し かし,中 央部の池塘

にはバクサンスゲ ・アブラガヤ ・ヘラオモダカな

どの陽地性の湿性植物が,周 辺部にはエゾリンド

ウ ・サワギキョウ・シロバナス ミレなどの陽地性

の草原植物が多数生育 している.こ れらの植物が

他の地域から人為的に運ばれてきたとは考えにく

く,地 表面 自体 は大きな人為撹乱(整 地など)を

受 けていない様子であることか らも,現 存する草

本植物相は伐採以前の状態を反映 したものと思わ

れる.し たがって,入 植以前 もかなり開放的な植

生が広がっていたと推察される.ハ ンノキ ・ヤチ

ダモはないが小規模なヨシ群落が残存 しているこ

とから,低 層湿原的な植生(ヨ シ群落～疎林)で

あったのではないかと推察される.し か し,現 在

優占しているイワノガリヤス ・クマイザサ ・ハ ン

ゴンソウなどは,地 表面の撹乱や湿原の乾燥化に

伴って増加 してきていると考えられる.一 方,旧

市街地の荒地部分は完全に整地された上に成立 し

ており,現 在の植物相から潜在植生を推定するこ

とはできないが,地 形条件から考えて同様の湿地

植生が連続 していたものと思われる.

針葉樹林は小規模な段丘斜面に残存するもので,

比較的若齢の トドマッー斉林である(上 士幌町

1997).伐 根 も散見されることから,強 度の択伐

や風倒の後に自然更新 したものと考えられる.本

群落自体は特筆するべき点には欠けるが,カ ラフ

トダイオウ等の稀少植物の生育地 となっている湧

水辺を直接酒養 している.

十勝三股の河畔林は,河 川自体 に人手がほとん

ど加えられておらず,原 生的な形態を保 っている.

その群落形態も,小 規模な氾濫原上のナガバヤナ

ギ ・ケヤマハ ンノキか ら構成されるタイプ(小 林

ほか1992,渡 辺 ・渡辺1994),よ り規模の大 き

い氾濫原上のオオバヤナギ ・ドロノキから構成 さ

れるタイプ(斎 藤 ・川辺1998),安 定化 した氾濫

原上のハルニレ・エゾマッなどか ら構成されるタ

イプ,そ れに続 くトドマツ ・オヒョウなどか ら構

成される斜面林と多様である.オ オバヤナギ ・ド

ロノキ林には,直 径60cmを 越える発達 した林分

も認められる.国 立公園内を含めて厳密な意味で

の自然河川がほとんど失われた今 日においては,

十勝三股の河畔林は非常に貴重な存在といえる.

2.出 現種の生態的特徴

出現種 は,生 活形 ・性表現 ・花の色 ・主な送粉

者タイプ ・開花日 ・開花日数のいずれにおいても

さまざまなものが含まれていた.以 下ではこれら

生態特性の うち,「 主な送粉者 タイプ」 と 「開花

季節」から十勝三股の植物相を考察 したい.

2-1.主 な送粉者タイプ

植物の送粉手段として,大 きく分けて動物によ

るものと非生物によるものがある(河 野 ・井上

1992,田 中1993を 参照).前 者にはマルハナバチ ・

小型ハチ類 ・双翅 目(ハ ナアブ類など)・鱗翅目

(チョウ,ガ)・ 甲虫 ・鳥などさまざなま送粉者を

利用する植物があり,後 者には風や水を利用す る

植物などがある.媒 介者によってそれぞれ長所 ・

短所がある(表7).一 般 に,マ ルハナバチは定

花性が強く,行 動圏が広 く,低 温等の悪条件でも

活動できるなど,送 粉者としての能力が高い.そ

の一方で,個 体数があまり多 くないほか,花 に対

して明瞭な選好性を持ち,不 十分な報酬では訪花

して もらえない可能性 もある.小 型ハチ類 ・双翅

目では種数 ・個体数において他の訪花性昆虫を圧

倒的にしのぐものの,マ ルハナバチ等に比べ行動

能力 ・定花性が低いたあに送粉能力は劣る.チ ョ

ウなどはマルハナバチ同様にある程度の定花性が

見られるものの,口 器の形態から 「盗蜜」になり

やすく,個 体数も少ない.風 は報酬(蜜 など)を
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用意する必要がないが,定 向性を持たないために

送粉効率が著 しく低い.

媒介者によって送粉者としての特性が大きく異

なるために,ど の媒介者を主な送粉者に選ぶかに

よって花の形態が決定される.マ ルハナバチ(特

に長舌マルハナバチ)媒 花では,一 般に大型の花

冠を持ち,多 くの花蜜を分泌 しているものが多い.

小型ハチ類が主に媒介する花では,小 型の花で蜜

と花粉の両方を報酬として用意 しており,青 ～赤

紫系の色のものが多い.双 翅目媒花では小さく浅

い皿型の花が多数集合 した花序を持っものが多 く,

強い匂いを持っものもある.チ ョウ媒花では筒状

の花冠 と突出 した花糸 ・花柱に特徴づけられる.

このような傾向は 「送粉 シンドローム」と呼ばれ,

系統関係を越えて認められる(河 野 ・井上1992

を参照).

針葉樹 ・ブナ科 ・カバノキ科 ・イネ科 ・カヤッ

リグサ科 ・イグサ科は一般には風媒花 と言われて

いる(河 野 ・井上1992,田 中1997).送 粉効率

の低さか ら,風 媒は高密度の優占群落を形成する

種(ブ ナ科 ・ススキなど)に おいて発達している。

また,風 は林内(林 床)で は著 しく弱められてし

まうために有効な送粉手段とはなりにくく,林 冠

や草原などの開放空間で開花する植物に多 くみら

れ,林 冠でも風を受けやすい展葉前に開花するも

のが多い.今 回調査 したイネ科 ・カヤッリグサ科 ・

イグサ科の中には,低 い個体密度や延長開花型と

いった風媒には適 さない生育状況や開花特性を示

した植物 も見 られた.前 者の例としてはドジョウ

ツナギ属 ・スズメノヤ リなどが,後 者の例 として

は ミノゴメ ・オオスズメノテッポウなどが挙げら

れる.こ れらの植物は,比 較的よく結実 している

こと,一 般に 「風媒花」の形態構造を持っ種は完

全に他殖か自殖に分かれている(Aide1986)こ

とか ら考えると,こ れ らは自殖を行なっている可

能性が高い.ま た,今 回の調査ではクシロチャヒ

キをずっと注意 して観察 していなが ら,そ の開花

を見ることができなかった(枯 れた薪 ・花糸 も見

なか った).結 論することはできないが,イ ネ科

には閉鎖花を付 けるものが多 いといわれている

(長田1989)こ とから,ク シロチャヒキはほとん

ど閉鎖花 しか付 けない可能性も考え られる(田 中

1993)は イ ヌムギに関 して 「閉鎖 花だ けをっ け,

一 生開放花 を付 けない こともあ るようだ」 と述べ

ている).

ま た,ア ブラガヤの花 にエ ゾオオマルハナバ チ

の働 きバチが訪花 し,集 粉 してい るのを調 査中 に

数回観察 した.十 勝三股 ではないが,同 じひが し

大雪地域(温 泉 山,標 高1100m付 近)で はイ ワノ

ガ リヤスやクマイザサの花 をエ ゾヒメマルハナバ

チが専攻的 に訪花 し集粉 す るのを筆者 の一人(丹

羽)は しば しば観察:してい る.さ らに,こ れ まで

カ ラマッソウ属 や ヨモギ属植物 は風媒 であ ると考

え られ てきたが(河 野 ・井上1992),今 回 の調 査

で はアキカ ラマツにエゾオオマルハナバチの働 き

バ チが,オ オ ヨモギの花 にア ブが頻繁 に訪花 す る

様子 を観察 した.こ れ らの ことか ら,風 媒花 に特

有 な形態構造 を持 って いて も,部 分的 には虫媒 を

行 なって いる もの もあると考 え られる.な お,ア

キ カラマツを は じめと して,北 海道 に産す るカ ラ

マ ッソウ属植物 は個体密度,生 育環境 開花時期

な どを総 合的に考慮す ると風媒 とは考え に くく,

す べて虫媒 と思われ る.

さ らに,帰 化植物 のカ ラフ トホソバハ コベの花

は小 さな皿型 で,一 般的な送粉 シ ンドローム論か

ら考 えれる とハナア ブや小 型ハナバチ類 に媒介 さ

れる ことが予想 された.し か し,実 際にはエ ゾオ

オマルハ ナバ チの働 きバチが しば しば専攻 的に訪

花 していた(小 型ハナバチ類 の訪花 も観察 された).

ま た,一 っ の花 にさまざまなタイプの昆虫 が訪 花

す ることや,同 じ植物で も地域 によ って訪花者相

が異 なることもある(渡 辺 ほか2000).こ の よ う

に,送 粉 シ ン ドロームには例外 も多 い(河 野 ・井

上1992).一 因 と して,昆 虫が餌資源量 の寡多 に

よ ってかな り臨機応変 に訪花対象 を変えて いるこ

とが考 え られ る.

ま た,基 本 的に無配生殖(単 為生殖)を 行 なっ

ている種 として,セ イヨウタンポポ(森 田1997)・

ヒメ ジョオ ン(田 中1988)・ ニ ワゼキ シ ョウ ・エ

ゾイ ラクサが挙 げ られ る.

2-2.開 花 季節

調査 した植物 は さまざまな開花季節 を示 した.

開 花 日(咲 き始 め)で は6-7月 に モー ドがあ っ

たが,5-8月 ま で広 く分布 していた.開 花 日数
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も10日程度から80日前後までと変異が大きか った

が,開 花 日数の短い種 はシーズンを通 して存在す

るのに対 し,開 花日数の長い種は6月 に咲き始め

る種に多かった.矢 原(1995)は 埼玉県の落葉広

葉樹林において4-11月 まで開花季節を調査 し,

送粉者 タイプによらず秋咲き植物は春咲き植物よ

りも開花日数が長いことを指摘 している.こ れに

っいて,高 木との送粉者をめぐる競争がないので

少量ずっ咲 くことが許されるのではないかと矢原

は考えている(実 際に秋咲 きの訪花頻度は高い).

しか し,十 勝三股のような寒冷地では霜や凍結に

よって開花を含あた生育活動が強制的に終了 させ

られて しまうため,秋 咲き植物の開花日数はそれ

ほど長 くできない.ま た今回の調査の結果,林 床

植物では草原性および雑草性植物に比べて開花日

数が短かった.林 床植物では送粉に適 した時期が

限られる上に,林 床という安定環境下では貯蔵器

官への分配量を多 くする方が適応的なのであろう.

生育環境別では,針 葉樹林において春から初夏

に短期間に咲 く種が多かったが,こ れは林床植物

の特性を反映 したものである.林 縁や河畔林では

林床植物以外の植物が混生するため,こ のような

傾向は薄れる.一 方,荒 地では平均開花日数が長

かったが,こ れは陽地性植物の開花日数が長いこ

とによるものであり,特 にその傾向が顕著な帰化

植物を多 く含むためである.

生育形別では,「高木」,「低木」,「潅木」,「多

年草」,「一 ・二年草」の順に平均開花 日が遅 くな

り,平 均開花 日数が長 くなる傾向があった.矢 原

(1995)も,木 本は草本より開花日が早 く,開 花

日数が短いと述べている.

主な送粉者 タイプでは,風 媒で平均開花日数が

やや短 く,チ ョウ媒でやや長 くなる傾向があった.

Yumoto(1986)は4ヵ 月にわたる高山帯での観

察を行ない,ハ ナアブ媒花草本はマルハナバチ媒

花草本よりも開花日数が長い(個 体 レベルでは逆

になるという)こ とを示 している.し かし,本 研

究では双翅目媒花の方がマルハナバチ媒花よりも

やや短いという逆の結果になった.本 研究におけ

る開花季節の傾向は,生 育環境 ・生育形に強 く影

響されており,送 粉者 タイプによる違いは風媒を

除いて二次的なものであろう.

開花季節などの繁殖特性を種間で比較する場合

には,他 の形質 と同様に系統の制約が問題になる

(湯本1993).こ れは,形 質変化を伴 う種分化の

過程でも完全に自由に形質を変化 させることはで

きず,あ る程度は祖先種の性質を受 け継がざるを

えないというものである.し たがって,祖 先種を

同じくする種 どうしでは類似 した傾向を示すこと

が多 く,系 統的に近いもの同士でより顕著になり

やすい.今 回の結果でもヤナギ科 ・スゲ属などは

春に,キ ク科 ・イネ科などは夏か ら秋に集中 して

開花 しており,こ れ らのグループでは開花時期に

対して系統の制約が大きいと言える.そ の一方で,

バラ科やキンポウゲ科では科内での開花時期の変

異が大きか った.こ れらのグループでは,属 レベ

ルで生活形や生育環境が大きく異なることから,

そのような変化に合わせて開花時期を二次的に適

応進化させたことも考えられる.ま た,ヤ ナギ科

植物のハコヤナギ属とオオバヤナギ属の送粉様式

は風媒であるのに対 し,ヤ ナギ属は虫媒である.

共に同 じような生育環境にありなが ら,前 者のグ

ループがいずれも高木で風媒に適 している(大 量

の花生産 ・高い花粉の飛散効率)の に対 し,後 者

のグループは亜高木で風媒では送粉効率が下がる

ために虫媒性を獲得 した可能性がある.

3.マ ルハナバチの花利用様式

ひがし大雪山系のマルハナバチ相を調べた斉藤

(1995)に よると,十 勝三股地区には短舌型 とし

てエゾオオマルハナバチ ・アカマルハナバチ ・エ

ゾヒメマルハナバチ,長 舌型としてエゾ トラマル

ハナバチ ・エゾナガマルハナバチが生息 している.

エゾオオマルハナバチが圧倒的に優占し,近 隣の

低標高域に生息するシュレンクマルハナバチ ・エ

ゾコマルハナバチ ・ハイイロマルハナバチ ・ニセ

ハイイロマルハナバチは分布 しない.今 回の調査

で短舌型マルハナバチの訪花が確認されたのは63

種で,全 植物種に占める割合は19%だ った.長 舌

型マルハナバチの訪花が確認されたのは24種で,

全植物種に占める割合は7%と 低か った.マ ルハ

ナバチ自体が花資源に強 く依存 した昆虫であるが,

その中で も長舌型は訪花対象が限定されたより特

殊化 したタイプといえる.

また,短 舌型が利用する帰化植物は14種(全 利



丹羽 ・渡辺:十 勝三股の植物相,生 態的特性と開花季節 57

用種に占める割合は22%),長 舌型では5種(21%)

と種数では多 くないが,ル ピナス ・ムラサキッメ

クサなどは個体数が多 く開花 日数 も長いため,両

タイプとも帰化植物への依存率が高い.十 勝三股

地区ではマルハナバチは早春期を除いた生活期間

の大半を帰化植物に依存 していると考えられる.

しか し,マ ルハナバチが帰化植物に依存する傾向

が強まると,も ともとマルハナバチに送粉されて

きた在来植物では十分な送粉がなされなくなって

しまうおそれもある.

短舌型 ・長舌型を問わずマルハナバチに送粉さ

れると思われる植物群の開花季節は,在 来種だけ

で見た場合には開花日数の比較的短い種が次々と

咲 く 「連鎖開花」(咲 き分 け)を 示 し,7月 下旬

から8月 中旬に種数が最多となった.一 方,帰 化

種どうしでは重複が大 きく,咲 き分け現象は認あ

られなか った(開 花のピーク期はずれている).

終 わ り に

自然環境を記載する方法としては,植 物相調査

(目録調査)や 群落調査(樹 木の毎木調査を含む)

が一般的である.植 物相調査はフロラ(動 物では

ファウナ)を,群 落調査は植物群落の種組成(構

造)を 明らかするもので,基 礎的な情報として重

要であるだけでなく,地 質 ・地形 ・標高などといっ

た物理的条件 との対応を調べることで種の出現パ

ターンを明らかにすることも可能である.し かし,

これらの調査法は静的な情報を得るためのもので,

自然(生 態系)の 本質的な特徴である季節的 ・経

年的変化(動 態)や 生物間の相互関係,各 種の生

活史などといった生態的な情報を得ることはでき

ない.し たがって,「地域の自然を明らかにする」

という目的に対 しては植物相調査 ・群落調査のみ

では極めて限られた情報 しか得られず,生 態学的

な調査 も併せて行なうことが求あられる.自 然解

説を念頭に置いた場合には 「花暦」調査 は有効で

ある.

花暦作 りは市民調査 としても各地で実施されて

いるが,自 然の理解につながる利用はあまりなさ

れていない.今 回示 したように,開 花季節の違い

の意味を他の生態特性と関連付けて推察すること

で,植 物の多様な生活様式を理解することができ

る.送 粉者 と花 との関係か ら 「種間関係」(例,

花の形態は送粉者の行動習性 ・体型に合っている,

形質の似ている花どうしが同 じ時期に開花すると

送粉者をめ ぐる競争が生 じる),生 育環境 による

開花季節の違いか ら 「環:境への適応」(例,林 床

植物は短い開花の適期に合わせている),送 粉昆

虫の帰化植物への依存か ら 「帰化生物の生態系へ

の影響」(例,マ ルハナバチが資源量の豊富なル

ピナス等に依存するたあに在来植物への訪花が減 っ

てしまう)と いったテーマを扱うことができる.

現在,十 勝三股地区を利用 した開発計画が持ち

上がっており,国 立公園の利用のあり方が問われ

ている(ひ がし大雪博物館友の会2000).自 然環

境への配慮 という観点では,小 規模 とはいえひが

し大雪地区では数少ない湿地植生を含み,い くっ

かの稀少種の重要な生育地になっていることから

も十分な注意が必要である.自 然利用 という観点

では,計 画されている施設が国立公園の利用にとっ

て本当に必要であるかどうか十分検討されなけれ

ばならない.十 勝三股ではすでに10年以上前か ら

観光客を対象 とした早朝 自然観察会(「ネイチャー

ウォッチング」)が 実施されてきている.開 発主

体である環:境庁は,自 然観察のために必要な施設

作 りであることを強調するが,こ れまでの観察会

の実施経験に基づいた計画 とはなっていない点で

問題である.筆 者 らもこの観察会を実施 してきた

経験を持っが,観 察小屋などがないことで不自由

を感 じたことはなく,多 くの参加者はむ しろ施設

の少なさを肯定的に捉えていた(利 用者にアンケー

トを行なえば実証されるだろう).そ れよりも,

エコッアーのような体験的 ・長期的なものにも十

分対応できるようなテーマ性のある自然体験プロ

グラムの作成といったソフト面の充実が求められ

ている.

また,保 護を優先する場合でも,十 勝三股の二

次草原部分は潜在的に開放的な植生であったと推

察されるので,植 林等によって森林復元をはかる

ことは適当ではないと筆者 らは考えている.乾 燥

化がどの程度進んでいるのか心配されるところで

はあるが,現 状のまま推移を見守りっっ自然観察

等の利用を図るのがよいのではないだろうか.
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Summary

WeinvestigatedtheflorainTokachi-Mitsumata,Hokkaido,Japan,andinvestigated

floweringphenologiesfor122speciesandselfingfor7species.Asaresult,325specieswere

found,whichconsistedof248perennials,258hermaphrodites,and50foreignplants,etc.First

floweringtimeofsurveyedplantswerefrommiddleMaytolateAugust,andflowering

durationwerefromabout10to80days.Mostofplantsspeciesgrowinginaconiferousforest

understoryandwind-pollinatedspeciesstartedfloweringfromspringtoearlysummerand

finished.withinshorttime.Incohtrast,mostofspeciesgrowingingrasslandandintheold

residentialareafloweredthroughlongtime.Forexample,whiteclover,7瑚)伽 〃27β ρθη3,

continuedtoflowerduring75daysfromJune15toAugust28.Allspeciessurveyedselfingdid

notselfatall.
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